
為替レート：税関長公示レートの平均値
2019年：109.08円/ドル（2018年：110.50円/ドルと比べ1.3％の円高）

　　対前年伸率-7.3％で3年ぶりのマイナス

○輸出は4,510億円
　　対前年伸率+1.9％で3年連続のプラス

○輸入は3,343億円
　　対前年伸率-17.3％で3年ぶりのマイナス

○輸出入合計額は7,853億円

1.「和歌山県」の貿易額は、和歌山税関支署、和歌山税関支署下津出張所及び和歌山税関支署新宮出張所の合計

2.輸出はＦＯＢ価格、輸入はＣＩＦ価格で集計

3.輸出は船舶（航空機）出港の日、輸入は原則として許可の日をもって計上

4.伸率は対前年伸率をいう。

5.2019年（令和元年）は、平成31年1月から令和元年12月までを指す。

6.この資料についての問い合わせは、和歌山税関支署（073‐428‐3882）までお願いします。

7.本資料を他に転載するときは、和歌山税関支署の資料に基づく旨を注記してください。

◎大阪税関ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ（http://www.customs.go.jp/osaka/）にも統計資料を掲載していますので御活用ください。

《年別推移》

価　額 伸　率 価　額 伸　率 価　額 伸　率
2007 5,723 億円 +19.0% 5,873 億円 +6.4% 1兆 1,596 億円 +12.3%
2008 6,429 億円 +12.3% 7,907 億円 +34.6% 1兆 4,335 億円 +23.6%
2009 4,307 億円 -33.0% 4,270 億円 -46.0% 8,577 億円 -40.2%
2010 4,362 億円 +1.3% 5,173 億円 +21.2% 9,535 億円 +11.2%
2011 4,952 億円 +13.5% 6,220 億円 +20.2% 1兆 1,171 億円 +17.2%

2012 5,200 億円 +5.0% 7,040 億円 +13.2% 1兆 2,239 億円 +9.6%
2013 6,173 億円 +18.7% 6,407 億円 -9.0% 1兆 2,580 億円 +2.8%
2014 6,122 億円 -0.8% 6,395 億円 -0.2% 1兆 2,517 億円 -0.5%

2015 4,466 億円 -27.1% 3,713 億円 -41.9% 8,179 億円 -34.7%
2016 3,558 億円 -20.3% 2,878 億円 -22.5% 6,436 億円 -21.3%
2017 4,165 億円 +17.1% 3,762 億円 +30.7% 7,927 億円 +23.2%
2018 4,427 億円 +6.3% 4,044 億円 +7.5% 8,472 億円 +6.9%

2019 4,510 億円 +1.9% 3,343 億円 -17.3% 7,853 億円 -7.3%
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令 和 2 年 2 月 2 1 日

大 阪 税 関

和歌山税関支署

2019年（令和元年）分（輸出確報値；輸入9桁速報値）

和歌山県（和歌山税関支署管内）貿易概況
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【輸　出】

《構成比順》

品目 価　額 伸　率 構成比 寄与度

1. 鉄鋼 2,194億円 +9.6% 48.7% +4.3

2. 石油製品 1,534億円 +9.9% 34.0% +3.1

3. 有機化合物 310億円 -13.1% 6.9% -1.1

4. 繊維機械 186億円 -47.9% 4.1% -3.9

5. 事務用機器 17億円 -21.1% 0.4% -0.1

《貿易額の増減に寄与した品目》

品目 価　額 伸　率 寄与度

増加品目 1. 鉄鋼 2,194億円 +9.6% +4.3

2. 石油製品 1,534億円 +9.9% +3.1

減少品目 1. 繊維機械 186億円 -47.9% -3.9

2. 有機化合物 310億円 -13.1% -1.1

【輸　入】

《構成比順》

品目 価　額 伸　率 構成比 寄与度

1. 原油及び粗油 2,289億円 -22.0% 68.4% -16.0

2. 石油製品 277億円 +8.6% 8.3% +0.5

3. 有機化合物 267億円 -11.2% 8.0% -0.8

4. 鉄鉱石 209億円 +48.8% 6.3% +1.7

5. 石炭 86億円 -45.0% 2.6% -1.7

《貿易額の増減に寄与した品目》

品目 価　額 伸　率 寄与度

増加品目 1. 鉄鉱石 209億円 +48.8% +1.7

2. 石油製品 277億円 +8.6% +0.5

減少品目 1. 原油及び粗油 2,289億円 -22.0% -16.0

2. 石炭 86億円 -45.0% -1.7

1,056億円
31.6%

742億円
22.2%

522億円
15.6%

175億円
5.2%

114億円
3.4%

736億円
22.0%

輸入額構成比

1位 アラブ首長国連邦

2位 アメリカ合衆国

3位 サウジアラビア

4位 カタール

5位 オーストラリア

その他

558億円
12.4%

537億円
11.9%

449億円
10.0%

421億円
9.3%302億円

6.7%

2,242億円
49.7%

輸出額構成比

1位 台湾

2位 中華人民共和国

3位 アメリカ合衆国

4位 オーストラリア

5位 大韓民国

その他

主要品目別

寄与度とは、全体の伸率に対し、各品目がどの程度寄与したかを示すもの。

寄与度=個々の品目の当期輸出（入）額 － 個々の品目の前年同期輸出（入）額 
前年同期の輸出（入）総額 

×100主要地域（国）別
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